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ふくし四街道　特集
〇ふれあいあったかプラン
　～第6次地域福祉活動計画～
〇子どもは地域で見守る・育てる
　子どもの支援特集



地域福祉活動計画は社会福祉協議会が呼びかけて、地域の社会福祉関係者及び
保健・医療・教育等の関係機関、福祉サービス事業者等と住民が相互に協力し、
地域福祉の推進を目的として策定する民間の活動・ 行動計画のことだよ！
四街道市社協では、「ふれあいあったかプラン」という名称で令和4年から令和7
年の計画を作りました。

基本理念のもと4つの基本目標を立てて取り組んでいるよ！
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？

モモちゃん

コーナー
モモちゃん

コーナー

モモちゃん！地域福祉活動計画について教えて！

具体的にどんな計画なの？

基本目標１．住民同士の交流・つながりづくりと
社会参加の機会づくり

★多様な参加の場づくり
　● 地域の交流の場づくり
　● 当事者、介護者等の集いの場の充実
★社会参加機会の充実
　● 不安や不自由さを抱えている方に焦点をあてた
　  新たなつながりの創出
　● 外出機会の確保

取り組み
指針１

地域の誰もがつながり、気軽に
交流できる場をつくります。

基本目標2．必要な相談・情報・支援が得られる
仕組みづくり

★相談支援体制の強化
　● 日常的な居場所での相談支援
　● ［新規］包括的な相談支援体制づくり

地域の身近な相談窓口を拡充し、
必要な支援につなげます。

★地域の連携強化
　● ［新規］新たな見守り事業の創出
　● 地域福祉懇談会の開催

基本目標3．住民に対する意識啓発と住民による
活動の推進

★住民の支え合い活動の充実
　● 住民相互の助け合い活動の充実
　● 生活支援体制整備事業の推進
　● ボランティア活動の推進

基本目標4．安全・安心で快適な生活環境づくり

★災害に備えた体制づくり
　● 災害ボランティアセンターの運営体制の充実
★避難行動要支援者への支援
　● 避難行動要支援者への支援の充実

取り組み
指針１

取り組み
指針１

みんなで支え合う地域づくりを
進めます。

★福祉教育の推進
　● 地域に暮らす多様な人の生活への理解・関心を深める
　● 共同募金運動の推進

取り組み
指針２

福祉の学びを深め、
「共に生きる力」を育みます。

災害に備えた仕組みづくりを
進めます。

取り組み
指針１

★権利擁護等の支援
　● 権利擁護の意識啓発
　● 消費者被害防止等の支援の充実

安心して生活するための支援の
充実に取り組みます。

取り組み
指針２

地域における支援ネットワーク
づくりを進めます。

取り組み
指針２

より詳しく知りたい方はHPをご覧ください。

〈 基本理念：みんなで助け合い・支え合い、安心して、いきいき暮らせるまち四街道 〉



　「高齢者は子どもに愛情を注ぎ、子どもは高齢者に元気を与える」を合言葉に北中地区社協では多世代間交流を軸
にした子どもの居場所づくりに取り組んでいます。
　出入り自由なオープンスペース「土曜日こども広場」では、YouTube を観たりボードゲームをしたりと子どもたちは
思い思いに過ごします。ボランティアは危険のないように見守り、話し相手や時にはゲームの対戦相手になります。
　また、「学校が終わって家で親の帰りを待つ子どもたちに居場所をつくりたい！」そんなボランティアの思いから始まっ
たのが「放課後こども広場」です。子どもたちは、学校の宿題をしたりタブレットを使った自主学習をします。今後は
みんなでご飯も食べられるように計画しているところです。ぜひご参加ください！
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北中学校地区社協 ＜土曜日こども広場＆放課後こども広場＞

◆開催日・場所
◯土曜日こども広場
　毎月第1・3土曜日　13：00 ～16：00
◯放課後こども広場（要事前申込）
　毎月第1・3木曜日　16：00 ～19：00
　ともに地域交流センターにて開催中。
　問合せ：043-422-2945

　「ほのぼのテーブル」は平成 29 年度から、子どもの居場所を目的として始まりました。
開始当初は、ボランティアスタッフが調理した食事をみんなで食べ、食後に遊びや、勉強などをして自由に過ごす場所
として開催しました。
　今年の 4月からは、お弁当を提供する形に変更し、「ほのぼのテーブル」を再開しました。
子育てに忙しいご両親や、お留守番をするお子様の為に少しでもお役に立てるよう、温かいお弁当を調理してお待ち
しています。
　また、以前のようにご飯を食べながらゲームや勉強などをして皆さんが過ごせるように取り組んでいきたいと思います。

四街道中学校地区社協 ＜ほのぼのテーブル＞

◆開催日・場所
　毎月第2・4土曜日　１１：３０～１３：００
　わろうべの里食のスタジオ
　問合せ：070-1537-5827
　（要事前申込）

　「月曜英会話クラブ」は、平成 29 年度より、地区社協の事務所を活用した子どもの居場所づくりを目的として始ま
りました。
　実施に際しては、四街道市国際交流協会のご協力をいただき、楽しいゲームや映像教材等を通じて、英語を身近に
感じ親しんでもらえるような内容となっています。ハロウィンやクリスマス等、季節に合わせたイベントもあり、誰でも
英語と楽しくふれあえます。
　また、月曜英会話クラブは16 時からの実施ですが、少し早めに来て学校の宿題をしたり友達と話したりもできるス
ペースとしても開放しています。

千代田中学校地区社協 ＜月曜英会話クラブ＞

◆開催日・場所
　毎週月曜日　16：00 ～17：00
　（祝日や学校休業日はお休みになることがあります）
　千代田中地区地域福祉館２階（八木原小学校余裕教室内）
　※参加対象：小学５・６年生、中学１・２年生
　問合せ：043-312-9003

四中地区社協
Twitter

ほのぼのテーブル
利用のお申し込みは

こちらから



第１弾
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「いこいのもり」にいってみよう！
～四街道西中B地区社協～

「いこいのもり」にいってみよう！
～四街道西中B地区社協～

プラーサ・ヴェール（中央）のシニア会の集い
　当マンションには自治会はありませんが、初期に住んだ方が繋がる事の必要性
を痛感し第三土曜（SANDO 会）のお茶飲み会を基盤に『シニア交流会』を設
立しました。現在、会員総数は52名。今の井上六郎会長は3代目だとか。
　今では年間計画に基づき、蕎麦打ち名人の打った蕎麦の試食会、夏休みの子ども達とのラ
ジオ体操（参加は毎日約30 名、のべ約200 名）、小旅行など活発に活動しています。
　定期的に集うことで、マンション内での困りごとや支援と相談の情報交換、顔の見える関
係から始まる支えあいです。
　当マンションでは、人との繋がりの大切さを認識し、互近助（ごきんじょ）が芽生えました。

　西中B地区社協の「いこいのもり」は地域の皆さんの居場所として、誰でも自由に立ち寄っ
て、好きなことをして過ごせる場所です。
　集まった人たちでおしゃべりをしたり、簡単な体操をしたり、ときには、世界平和を願って
千羽鶴を折ってみたり。散歩のついでに立ち寄る人もいます。
　また、先日は、地元の農家の方からいただいた大根の配布があり、近所に住むお子さん達
との交流ももてました。
　「いこいのもり」では、全員が同じことをしていなくてもいいのです。思い思いに過ごして
いただければ大丈夫です
　どなたでも大歓迎！あなたらしく過ごせる「いこいの
もり」に来てみませんか。

　西中B地区社協の「いこいのもり」は地域の皆さんの居場所として、誰でも自由に立ち寄っ
て、好きなことをして過ごせる場所です。
　集まった人たちでおしゃべりをしたり、簡単な体操をしたり、ときには、世界平和を願って
千羽鶴を折ってみたり。散歩のついでに立ち寄る人もいます。
　また、先日は、地元の農家の方からいただいた大根の配布があり、近所に住むお子さん達
との交流ももてました。
　「いこいのもり」では、全員が同じことをしていなくてもいいのです。思い思いに過ごして
いただければ大丈夫です。
　どなたでも大歓迎！あなたらしく過ごせる「いこいの
もり」に来てみませんか。

　皆さんの周りには、助けて欲しいことや困りごとを相談できる人が隣近所にいますか？
　コロナ禍で、地域の集い等から脱会する人や集いの継続が困難となり消滅してしまった話
をよく耳にします。しかし、四街道市内でも高齢者夫婦や１人暮らしが増加している今だから
こそ、「助けて！」といえる地域の繫がりや風土作りが大切になってきています。
　四街道市では、生活支援コーディネーターが参加のＳ（参加する場所・居場所がある地域）・ 
支援のＳ（生活を手伝ってくれる支援がある地域）・相談のＳ（相談できる場所がある）という
３つのSによる地域づくりを地域の皆さんと一緒に取り組んでいます。
　今回は「参加のＳ」について、住民自ら気づき立ち上げ、継続することを大切にしてきた「プ
ラーサ・ヴェール（中央）のシニア会」の取り組みと「いこいのもり」について紹介します。

《
立
ち
上
げ
か
ら
現
在
ま
で
》

　

今
年
で
27
年
目
を
迎
え
る
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
「
収
集
整
理
」。

立
ち
上
げ
メ
ン
バ
ー
の
澤
幡
さ
ん
に

当
時
の
様
子
を
お
聞
き
し
ま
し
た
。

「
私
の
主
人
が
大
病
し
た
際
に
、
社

協
か
ら
色
々
親
切
に
し
て
い
た
だ
い

た
の
で
お
礼
に
伺
っ
た
と
こ
ろ
、
ス

タ
ッ
フ
か
ら
『
こ
う
い
う
収
集
の
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
を
や
っ
て
み
な
い
？
』

と
声
を
か
け
ら
れ
た
の
で
す
。
動
く

こ
と
も
細
か
い
作
業
も
大
好
き
だ
っ

た
の
で
、
仲
間
２
人
を
誘
っ
て
こ
の

会
を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。」

　

メ
ン
バ
ー
は
一
時
30
名
を
超
え
ま

し
た
が
、
今
は
21
名
で
男
性
も
１
人

い
ま
す
（
こ
の
日
は
お
休
み
で
し

た
）。
当
初
は
会
員
同
士
で
古
切
手

を
持
ち
寄
っ
て
い
ま
し
た
が
、
福
祉

セ
ン
タ
ー
内
に
回
収
箱
を
設
置
し
て

も
ら
い
社
協
を
訪
れ
る
方
々
に
届
け

て
い
た
だ
く
他
、
近
年
は
銀
行
な
ど

企
業
の
皆
さ
ん
が
定
期
的
に
送
っ
て

く
れ
た
り
、
県
外
か
ら
も
届
い
て
い

る
そ
う
で
す
。

《
使
用
済
み
の
切
手
や
牛
乳
パ
ッ
ク

が
な
ぜ
有
効
活
用
さ
れ
る
の
？
》

　

そ
の
ま
ま
で
は
捨
て
ら
れ
る
運
命

の
〝
使
用
済
み
切
手
〞
は
、
手
を
加

え
て
整
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
古
切
手

を
扱
う
業
者
に
引
き
取
ら
れ
、
最
終

的
に
「
欲
し
い
人
」
に
届
き
ま
す
。

国
内
外
の
切
手
収
集
家
や
古
切
手

ア
ー
ト
の
芸
術
家
な
ど
使
用
済
み
切

手
を
大
量
に
欲
し
い
人
が
居
る
の
で

す
。

　

業
者
に
引
き
取
っ
て
も
ら
う
た
め

に
は
、
封
筒
や
は
が
き
に
貼
っ
た
ま

ま
の
切
手
で
あ
る
こ
と
、
ま
た
切
手

周
囲
の
ギ
ザ
ギ
ザ
を
壊
さ
ず
に
５
ミ

リ
程
度
の
幅
で
残
す
な
ど
の
ル
ー
ル

が
あ
り
、
会
員
は
慎
重
に
チ
ェ
ッ
ク

し
な
が
ら
ハ
サ
ミ
で
切
り
そ
ろ
え
る

作
業
に
集
中
し
て
い
ま
す
。
最
近
の

切
手
は
四
角
形
以
外
に
も
三
角
形
・

多
角
形
・
ハ
ー
ト
型
な
ど
の
変
形
が

様
々
あ
り
、
皆
さ
ん
は
切
手
の
世
界

の
奥
深
さ
を
実
感
し
な
が
ら
、
取
り

組
ん
で
い
ま
し
た
。
牛
乳
パ
ッ
ク
も

リ
サ
イ
ク
ル
業
者
の
ル
ー
ル
に
沿
っ

て
整
理
を
し
、
引
き
取
っ
て
も
ら
っ

て
い
ま
す
。

　

メ
ン
バ
ー
は
、〝
モ
ッ
タ
イ
ナ
イ
〞

精
神
を
創
立
の
柱
と
し
、
毎
月
２
回

集
ま
っ
て
そ
の
精
神
の
も
と
取
り
組

ん
で
い
る
す
ご
い
会
な
の
で
す
。

《
と
て
も
賑
や
か
な
活
動
日
》

　

朝
９
時
半
過
ぎ
、
活
動
室
を
覗
く

と
当
番
さ
ん
が
本
日
の
事
前
準
備
に

当
た
っ
て
い
ま
し
た
。
加
工
し
た
切

手
を
入
れ
る
容
器
、
紙
く
ず
を
入
れ

る
手
作
り
の
紙
箱
、
ハ
サ
ミ
を
１
人

１
セ
ッ
ト
揃
え
、
座
席
の
前
の
机
に

配
り
、
そ
し
て
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン

タ
ー
に
預
か
っ
て
も
ら
っ
て
い
た
使

用
済
み
切
手
を
箱
か
ら
一
掴
み
ず
つ

取
り
分
け
て
机
上
に
配
り
準
備
完
了

で
す
。
10
時
頃
か
ら
集
ま
り
だ
し
た

会
員
は
椅
子
に
座
る
と
直
ぐ
に
作
業

に
取
り
か
か
り
ま
す
。
ル
ー
ル
に

沿
っ
て
使
用
済
み
切
手
を
切
り
取
り

目
の
前
の
容
器
に
入
れ
、
切
り
落
と

さ
れ
不
要
な
紙
く
ず
は
紙
箱
へ
。
皆

さ
ん
手
は
忙
し
く
し
な
が
ら
隣
同
士

の
会
話
も
弾
み
ま
す
。
賑
や
か
な
活

動
風
景
で
す
。

　

取
材
に
訪
れ
た
編
集
委
員
も
空
い

て
い
る
席
に
座
っ
て
ハ
サ
ミ
を
手
に

作
業
を
体
験
さ
せ
て
も
ら
い
ま
し

た
。
す
る
と
直
ぐ
に
隣
人
が
作
業
の

手
を
緩
め
ず
に
話
し
か
け
て
き
ま
し

た
。

　
「
色
ん
な
人
生
を
送
っ
て
来
た
人

が
居
る
の
も
こ
の
会
の
特
徴
よ
。
今

で
は
す
っ
か
り
元
気
に
な
っ
た
け

ど
、
入
会
し
た
頃
は
本
当
に
泣
き
の

涙
で
ね
」

　
『
私
も
ね
、
明
日
か
ら
の
日
々
を

ど
う
過
ご
そ
う
か
と
悩
ん
で
い
る
と

き
に
こ
の
会
の
存
在
を
知
り
参
加
し

た
の
。
私
の
悩
み
を
皆
さ
ん
に
聴
い

て
も
ら
っ
た
ら
ス
ッ
キ
リ
し
て
、
自

分
一
人
じ
ゃ
な
い
と
知
っ
て
か
ら
、

こ
の
会
に
来
る
こ
と
が
大
好
き
に

な
っ
た
の
。』

　
「
終
わ
っ
て
か
ら
の
人
生
相
談
が

こ
れ
ま
た
良
い
の
よ
ね
。」

　
『
そ
う
そ
う
』
と
い
う
共
感
の
声

が
あ
ち
こ
ち
か
ら
上
が
り
ま
し
た
。

《
新
入
会
員
さ
ん
に
も
聞
き
ま
し
た
》

　
「
ま
だ
慣
れ
な
く
て
ハ
サ
ミ
を
動

か
し
な
が
ら
お
し
ゃ
べ
り
す
る
の
は

難
し
い
ん
で
す
。」
と
笑
顔
の
今
年

入
会
し
た
ば
か
り
の
お
二
人
で
す
。

和
気
あ
い
あ
い
の
様
子
に
「
お
友
達

同
士
で
一
緒
に
入
会
し
た
の
？
」
と

思
い
き
や
そ
れ
ぞ
れ
別
に
入
会
し
た

と
の
こ
と
。
お
一
人
は
、
夫
に
先
立

た
れ
家
に
籠
も
っ
て
本
ば
か
り
読
む

日
々
を
重
ね
る
内
、「
そ
う
だ
何
か

始
め
よ
う
！
」
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ

ン
タ
ー
を
訪
ね
て
こ
の
会
を
紹
介
さ

れ
た
方
。
も
う
一
人
は
、『
て
と
手
』

４
月
15
日
号
で
〝
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル

キ
ャ
ッ
プ
分
別
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募

集
〞
に
興
味
を
持
ち
社
協
を
訪
ね
た

ら
、
た
ま
た
ま
こ
の
会
の
活
動
日
で

体
験
し
て
み
た
ら
楽
し
く
て
そ
の
ま

ま
入
会
さ
れ
た
と
の
こ
と
。
お
二
人

と
も
す
っ
か
り
会
に
溶
け
込
ん
で
仲

良
く
お
し
ゃ
べ
り
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

代
表
の
桝
谷
さ
ん
は
「
こ
の
会
に

は
ノ
ル
マ
が
無
い
ん
で
す
。
第
１
・

第
３
水
曜
の
午
前
中
に
活
動
し
て
時

間
が
来
た
ら
終
わ
り
。
使
用
済
み
切

手
は
約
10 

kg
貯
ま
っ
た
ら
業
者
に
送

り
、
１
年
間
に
２
回
ほ
ど
引
き
取
っ

て
も
ら
い
、
牛
乳
パ
ッ
ク
も
適
宜
業

者
に
送
り
ま
す
。
活
動
を
楽
し
ん
で

い
る
内
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
し
て
い

る
、
こ
れ
が
良
い
の
よ
ね
。」
と
語

り
ま
す
。

　

11
時
に
な
る
と
皆
さ
ん
は
『
ポ
ン

ポ
コ
体
操
』
を
全
員
で
楽
し
ん
で

身
体
を
ほ
ぐ
し
、
12
時
に
な
る
と
場

所
を
変
え
て
〝
午
前
中
の
会
話
の
続

き
〞
を
や
っ
て
解
散
す
る
こ
と
も
あ

る
そ
う
で
す
。

　
『
ハ
サ
ミ
と
口
を
動
か
し
た
い
方

大
歓
迎
』
と
の
こ
と
。
ま
ず
は
体
験

さ
れ
ま
せ
ん
か
？ 日時：火曜日と木曜日　13時～16時 30 分

場所：四街道大日105-19
　　　（桜ヶ丘中央区コミュニティセンター内）
問合せ先：☎ 070-1494-5864



社協だより ふくし四街道 No.164５

会費

寄付金

補助金

受託金

貸付事業

事業収入

介護保険事業

保育事業収入

障害福祉サービス等事業

指定管理料

受取利息配当金収入

その他の収入等

積立資産取崩収入

その他活動による収入

前期末支払資金残高

　　　  合　計

10,828

2,536

93,998

285,279

352

3,430

54,621

1,045

25,255

119,861

349

1,598

27,278

7,689

60,857

694,976

128,098

2,825

3,492

8,963

1,979

2,990

6,236

14,798

25,238

188,767

39,078

72,525

4,441

15,883

348

30,805

78,994

572

68,944

694,976

法人運営事業

調査・研究

広報紙発行など

地区社協活動・心配ごと相談事業等

日常生活自立支援事業

ボランティアの相談、登録、あっせん、研修
講座開催など、ボランティアセンターの運営

共同募金配分金事業

障害福祉サービス・にこにこサービス
・ひとり暮らし高齢者へのサービス等

障害者相談支援事業所ひだまり

こどもルーム事業

福祉作業所経営事業

総合福祉センター・南部総合福祉
センターわろうべの里管理経済事業

福祉銀行・生活福祉資金貸付事業

くらしサポートセンター「みらい」
生活困窮者自立支援事業

基金運営事業

介護保険事業

地域包括支援センター事業

葬祭壇貸出・自動販売機・物品販売事業

当期末支払資金残高

　　　　　　合　　計

収　　入 支　　出

（単位：千円）

地域に根ざした福祉活動
高齢者の見守りや子育て支援、ボランティア活動の推進など
地域の中で展開される福祉活動の支援に取り組みました。
●地区社会福祉協議会の高齢者ふれあい会食、子育てサロン
　などの活動支援。
●ボランティアの相談・登録・あっせん、研修講座開催等、
　ボランティアセンターの運営や活動情報の提供。
●社協活動お知らせのため、広報紙の発行や社協まつり、社
　会福祉大会などを開催。
●総合福祉センター、南部総合福祉センターわろうべの里の運営。

安心して暮らすための福祉活動
障がいのある人もない人も、子どもも高齢者も、すべての人
が地域の中で「その人らしい」生活を営み安心して暮らせる
よう、多様な事業に取り組みました。
●にこにこサービス事業　　  
●四街道市地域包括支援センター事業
●障害者相談支援事業所ひだまり
●くらしサポートセンター「みらい」生活困窮者自立支援事業
●日常生活自立支援事業
●子どもルーム事業

※新型コロナウイルスの影響により、令和３年度は実施でき
　なかった事業もありますので、ご了承ください。

令和３年度決算及び主な事業内容

　くらしサポーターセンター「みらい」では、「フード
バンクちば」と協同し、四街道市内で生活に困窮する
方に、必要な食料を提供しています。ご家庭に眠って
いる食品やお知り合いの企業等で、不要となった食料
がある場合は、ぜひご協力をお願い致します。

　　事業の運営上、品物や量によってはお断りさせて
　頂く場合もありますので、ご了承ください。
　問合せ：くらしサポートセンター「みらい」
　　　　　☎ 043-421-3003

　社会福祉の理念や本会事業にご理解いただき、賛
助会員として「わたしたちの街・四街道」の福祉活動に
ご協力をお願いいたします。
問合せ：☎ 043-422-2945

＜賛助会員とは＞
　賛助会費を納入していただくことによって、財政面
で本会の活動に協力・後援くださる個人・法人及び団
体の方々のことです。

☆ご協力いただける場合は、社協事務局へご持参いた
　だくか、本会職員がお伺いいたします。
☆賛助会員になっていただいた法人・団体様は、「ふ
　くし四街道」やホームページにて、ご芳名を掲載さ
　せて頂きます。（匿名も可能です）

　 　　　　注 意 点
①賞味期限が明記され、かつ
　１ヶ月程度あるもの
②常温で保存が可能なもの
③未開封であるもの
④破損で中身が出ていないもの

寄付いただきたい
　　　 食品
○保存食品
　（缶詰、瓶詰等）
○カップラーメン
○非常食

賛助会員
　 募集中！

賛助会員（個人）
年 1,000 円から

賛助会員（団体）
年 10,000 円から

《
立
ち
上
げ
か
ら
現
在
ま
で
》

　

今
年
で
27
年
目
を
迎
え
る
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
「
収
集
整
理
」。

立
ち
上
げ
メ
ン
バ
ー
の
澤
幡
さ
ん
に

当
時
の
様
子
を
お
聞
き
し
ま
し
た
。

「
私
の
主
人
が
大
病
し
た
際
に
、
社

協
か
ら
色
々
親
切
に
し
て
い
た
だ
い

た
の
で
お
礼
に
伺
っ
た
と
こ
ろ
、
ス

タ
ッ
フ
か
ら
『
こ
う
い
う
収
集
の
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
を
や
っ
て
み
な
い
？
』

と
声
を
か
け
ら
れ
た
の
で
す
。
動
く

こ
と
も
細
か
い
作
業
も
大
好
き
だ
っ

た
の
で
、
仲
間
２
人
を
誘
っ
て
こ
の

会
を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。」

　

メ
ン
バ
ー
は
一
時
30
名
を
超
え
ま

し
た
が
、
今
は
21
名
で
男
性
も
１
人

い
ま
す
（
こ
の
日
は
お
休
み
で
し

た
）。
当
初
は
会
員
同
士
で
古
切
手

を
持
ち
寄
っ
て
い
ま
し
た
が
、
福
祉

セ
ン
タ
ー
内
に
回
収
箱
を
設
置
し
て

も
ら
い
社
協
を
訪
れ
る
方
々
に
届
け

て
い
た
だ
く
他
、
近
年
は
銀
行
な
ど

企
業
の
皆
さ
ん
が
定
期
的
に
送
っ
て

く
れ
た
り
、
県
外
か
ら
も
届
い
て
い

る
そ
う
で
す
。

《
使
用
済
み
の
切
手
や
牛
乳
パ
ッ
ク

が
な
ぜ
有
効
活
用
さ
れ
る
の
？
》

　

そ
の
ま
ま
で
は
捨
て
ら
れ
る
運
命

の
〝
使
用
済
み
切
手
〞
は
、
手
を
加

え
て
整
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
古
切
手

を
扱
う
業
者
に
引
き
取
ら
れ
、
最
終

的
に
「
欲
し
い
人
」
に
届
き
ま
す
。

国
内
外
の
切
手
収
集
家
や
古
切
手

ア
ー
ト
の
芸
術
家
な
ど
使
用
済
み
切

手
を
大
量
に
欲
し
い
人
が
居
る
の
で

す
。

　

業
者
に
引
き
取
っ
て
も
ら
う
た
め

に
は
、
封
筒
や
は
が
き
に
貼
っ
た
ま

ま
の
切
手
で
あ
る
こ
と
、
ま
た
切
手

周
囲
の
ギ
ザ
ギ
ザ
を
壊
さ
ず
に
５
ミ

リ
程
度
の
幅
で
残
す
な
ど
の
ル
ー
ル

が
あ
り
、
会
員
は
慎
重
に
チ
ェ
ッ
ク

し
な
が
ら
ハ
サ
ミ
で
切
り
そ
ろ
え
る

作
業
に
集
中
し
て
い
ま
す
。
最
近
の

切
手
は
四
角
形
以
外
に
も
三
角
形
・

多
角
形
・
ハ
ー
ト
型
な
ど
の
変
形
が

様
々
あ
り
、
皆
さ
ん
は
切
手
の
世
界

の
奥
深
さ
を
実
感
し
な
が
ら
、
取
り

組
ん
で
い
ま
し
た
。
牛
乳
パ
ッ
ク
も

リ
サ
イ
ク
ル
業
者
の
ル
ー
ル
に
沿
っ

て
整
理
を
し
、
引
き
取
っ
て
も
ら
っ

て
い
ま
す
。

　

メ
ン
バ
ー
は
、〝
モ
ッ
タ
イ
ナ
イ
〞

精
神
を
創
立
の
柱
と
し
、
毎
月
２
回

集
ま
っ
て
そ
の
精
神
の
も
と
取
り
組

ん
で
い
る
す
ご
い
会
な
の
で
す
。

《
と
て
も
賑
や
か
な
活
動
日
》

　

朝
９
時
半
過
ぎ
、
活
動
室
を
覗
く

と
当
番
さ
ん
が
本
日
の
事
前
準
備
に

当
た
っ
て
い
ま
し
た
。
加
工
し
た
切

手
を
入
れ
る
容
器
、
紙
く
ず
を
入
れ

る
手
作
り
の
紙
箱
、
ハ
サ
ミ
を
１
人

１
セ
ッ
ト
揃
え
、
座
席
の
前
の
机
に

配
り
、
そ
し
て
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン

タ
ー
に
預
か
っ
て
も
ら
っ
て
い
た
使

用
済
み
切
手
を
箱
か
ら
一
掴
み
ず
つ

取
り
分
け
て
机
上
に
配
り
準
備
完
了

で
す
。
10
時
頃
か
ら
集
ま
り
だ
し
た

会
員
は
椅
子
に
座
る
と
直
ぐ
に
作
業

に
取
り
か
か
り
ま
す
。
ル
ー
ル
に

沿
っ
て
使
用
済
み
切
手
を
切
り
取
り

目
の
前
の
容
器
に
入
れ
、
切
り
落
と

さ
れ
不
要
な
紙
く
ず
は
紙
箱
へ
。
皆

さ
ん
手
は
忙
し
く
し
な
が
ら
隣
同
士

の
会
話
も
弾
み
ま
す
。
賑
や
か
な
活

動
風
景
で
す
。

　

取
材
に
訪
れ
た
編
集
委
員
も
空
い

て
い
る
席
に
座
っ
て
ハ
サ
ミ
を
手
に

作
業
を
体
験
さ
せ
て
も
ら
い
ま
し

た
。
す
る
と
直
ぐ
に
隣
人
が
作
業
の

手
を
緩
め
ず
に
話
し
か
け
て
き
ま
し

た
。

　
「
色
ん
な
人
生
を
送
っ
て
来
た
人

が
居
る
の
も
こ
の
会
の
特
徴
よ
。
今

で
は
す
っ
か
り
元
気
に
な
っ
た
け

ど
、
入
会
し
た
頃
は
本
当
に
泣
き
の

涙
で
ね
」

　
『
私
も
ね
、
明
日
か
ら
の
日
々
を

ど
う
過
ご
そ
う
か
と
悩
ん
で
い
る
と

き
に
こ
の
会
の
存
在
を
知
り
参
加
し

た
の
。
私
の
悩
み
を
皆
さ
ん
に
聴
い

て
も
ら
っ
た
ら
ス
ッ
キ
リ
し
て
、
自

分
一
人
じ
ゃ
な
い
と
知
っ
て
か
ら
、

こ
の
会
に
来
る
こ
と
が
大
好
き
に

な
っ
た
の
。』

　
「
終
わ
っ
て
か
ら
の
人
生
相
談
が

こ
れ
ま
た
良
い
の
よ
ね
。」

　
『
そ
う
そ
う
』
と
い
う
共
感
の
声

が
あ
ち
こ
ち
か
ら
上
が
り
ま
し
た
。

《
新
入
会
員
さ
ん
に
も
聞
き
ま
し
た
》

　
「
ま
だ
慣
れ
な
く
て
ハ
サ
ミ
を
動

か
し
な
が
ら
お
し
ゃ
べ
り
す
る
の
は

難
し
い
ん
で
す
。」
と
笑
顔
の
今
年

入
会
し
た
ば
か
り
の
お
二
人
で
す
。

和
気
あ
い
あ
い
の
様
子
に
「
お
友
達

同
士
で
一
緒
に
入
会
し
た
の
？
」
と

思
い
き
や
そ
れ
ぞ
れ
別
に
入
会
し
た

と
の
こ
と
。
お
一
人
は
、
夫
に
先
立

た
れ
家
に
籠
も
っ
て
本
ば
か
り
読
む

日
々
を
重
ね
る
内
、「
そ
う
だ
何
か

始
め
よ
う
！
」
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ

ン
タ
ー
を
訪
ね
て
こ
の
会
を
紹
介
さ

れ
た
方
。
も
う
一
人
は
、『
て
と
手
』

４
月
15
日
号
で
〝
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル

キ
ャ
ッ
プ
分
別
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募

集
〞
に
興
味
を
持
ち
社
協
を
訪
ね
た

ら
、
た
ま
た
ま
こ
の
会
の
活
動
日
で

体
験
し
て
み
た
ら
楽
し
く
て
そ
の
ま

ま
入
会
さ
れ
た
と
の
こ
と
。
お
二
人

と
も
す
っ
か
り
会
に
溶
け
込
ん
で
仲

良
く
お
し
ゃ
べ
り
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

代
表
の
桝
谷
さ
ん
は
「
こ
の
会
に

は
ノ
ル
マ
が
無
い
ん
で
す
。
第
１
・

第
３
水
曜
の
午
前
中
に
活
動
し
て
時

間
が
来
た
ら
終
わ
り
。
使
用
済
み
切

手
は
約
10 

kg
貯
ま
っ
た
ら
業
者
に
送

り
、
１
年
間
に
２
回
ほ
ど
引
き
取
っ

て
も
ら
い
、
牛
乳
パ
ッ
ク
も
適
宜
業

者
に
送
り
ま
す
。
活
動
を
楽
し
ん
で

い
る
内
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
し
て
い

る
、
こ
れ
が
良
い
の
よ
ね
。」
と
語

り
ま
す
。

　

11
時
に
な
る
と
皆
さ
ん
は
『
ポ
ン

ポ
コ
体
操
』
を
全
員
で
楽
し
ん
で

身
体
を
ほ
ぐ
し
、
12
時
に
な
る
と
場

所
を
変
え
て
〝
午
前
中
の
会
話
の
続

き
〞
を
や
っ
て
解
散
す
る
こ
と
も
あ

る
そ
う
で
す
。

　
『
ハ
サ
ミ
と
口
を
動
か
し
た
い
方

大
歓
迎
』
と
の
こ
と
。
ま
ず
は
体
験

さ
れ
ま
せ
ん
か
？

賛助会員の一覧はこちらから
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　令和４年３月２６日から令和４年６月２６日までに次の
方々からご寄付をいただきました。
　皆様からのこころ温まるご寄付は、社会福祉事業に活用
させていただきます。（敬称略）
３月 
・千葉友の会　四街道方面‥‥‥‥‥‥‥‥１０，０００円

令和３年度累計‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥１，９７１，４８３円

４月
・四街道舞踊協会‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥３０，０００円
５月
・佐久間　久代‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥マスク　２，０８６枚
・ボランティアグループ「収集整理」‥‥‥‥‥‥‥‥切手
・ドコモショップ四街道店‥‥‥‥‥‥‥１００，０００円
６月
・匿名‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥５，０００円
・千葉県退職公務員連盟印旛支部四街道地区‥‥タオル　７６枚
・もねの里訪問看護ステーション‥‥‥‥‥３２，０００円
・匿名‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥５，０００円

令和４年度累計‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥１７２，０００円

※社協に対する寄付金は、税制上の寄付金控除の対象になり
　ます。詳しくは社協職員にお尋ねください。

ご寄付ありがとうございますふくしの相談のご案内

６

　四街道市内にある公共施設や店舗な
ど、64ヶ所にモモちゃん募金箱を
設置させていただいております。
　令和3年度は414,345円の募金が
集まりました。皆さまのご協力ありが
とうございます。

四街道市の高齢化率　28.5%
（ －0.01　令和３年７月１日比） 

令和４年６月１日現在

弁護士相談 電話予約制（先着6人）相談時間15分程度

相談場所
総合福祉センター
わろうべの里

７月
20日
27日

８月
  ３日・17日
10日・24日

９月
  ７日・21日
14日・28日

10月
  5 日・19日
12日・26日

７月
27日

８月
10日・24日

９月
14日・28日

10月
12日・26日

　　☎ 043－422－2945　Fax 043－422－2807
　　・相談日の翌日朝9時から次回分の予約を電話で受付
　　・同じ内容の相談は1人3回まで

法律相談窓口
（相談無料、秘密厳守）

心配ごと相談
　　☎ 043－422－2945　Fax 043－422－2807
　　・時間： 13時～16時（最終受付15時）
　　・相談場所：総合福祉センター

生活相談窓口
（予約不要、相談無料、秘密厳守）

　社会福祉協議会葬祭専用電話
　　☎ 043－422－1541
 　 　（夜間は委託業者にて対応）

葬儀に関する相談窓口（24時間受付）

四街道市地域包括支援センター
　　場所：総合福祉センター分館
　　担当地区：西中Ａ地区、西中Ｂ地区、北中地区、
　　　　　　　千代田中地区
　　☎ 043－420－6070　Fax 043－424－6707

高齢者の総合相談窓口

くらしサポートセンター「みらい」
　　場所：総合福祉センター３階
　　☎ 043－421－3003　Fax 043－422－2807

仕事・生活でお困りの方の相談窓口

四街道市みなみ地域包括支援センター
　（運営主体：社会福祉法人  旭会）
　　場所：南部総合福祉センターわろうべの里２階
　　担当地区：四街道中地区・旭中地区
　　☎ 043－497－5165  Fax 043－497－5166

障害者相談支援事業所　ひだまり
　　場所：総合福祉センター分館
　　☎ 043－304－2828　Fax 043－424－6707

障がいのある方の総合相談窓口

障害者相談支援事業所　ほほえみ
　（運営主体：社会福祉法人  翠昂会）
　　場所：南部総合福祉センターわろうべの里２階
　　☎ 043－420－5388　Fax 043－420－5389

相談場所
総合福祉センター

人 事
新たに本会の理事と評議員に選任された方です。
理　事
理　事
評議員

末永　忠幸
石川　一義
藤井　康行

令和 4 年 6月13日から
令和 4 年 6月13日から
令和 4 年 5月16日から

社協まつり中止のお知らせ
　令和４年度の「社協まつり」は、昨年と同様にコ
ロナ禍の影響を鑑み、中止とさせていただききます。
　楽しみにしていただいている皆さまにはご迷惑を
おかけし、申し訳ございません。
　なお、今後の「社協まつり」の在り方や運営方法
について、見直し、検討を重ねております。
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収集整理の皆さん

作業風景

　平成７年（1995 年）４月に発足し、今年で 27 年目を迎えるボランティアグループ「収
集整理」。当初はテレフォンカードやインクカートリッジなども集めていたが、現在では古切
手と牛乳パックを収集・整理しています。そのままでは捨てられる運命の使用済み切手も、
手を加えて整えることで、国内外の切手コレクターや古切手アートの芸術家など必要として
いる人々の元へ届きます。皆さんも楽しい手作業してみませんか？（特集記事８～９ページ）
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特
集　

収
集
整
理
グ
ル
ー
プ
を
訪
ね
て

《
立
ち
上
げ
か
ら
現
在
ま
で
》

　

今
年
で
27
年
目
を
迎
え
る
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
「
収
集
整
理
」。

立
ち
上
げ
メ
ン
バ
ー
の
澤
幡
さ
ん
に

当
時
の
様
子
を
お
聞
き
し
ま
し
た
。

「
私
の
主
人
が
大
病
し
た
際
に
、
社

協
か
ら
色
々
親
切
に
し
て
い
た
だ
い

た
の
で
お
礼
に
伺
っ
た
と
こ
ろ
、
ス

タ
ッ
フ
か
ら
『
こ
う
い
う
収
集
の
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
を
や
っ
て
み
な
い
？
』

と
声
を
か
け
ら
れ
た
の
で
す
。
動
く

こ
と
も
細
か
い
作
業
も
大
好
き
だ
っ

た
の
で
、
仲
間
２
人
を
誘
っ
て
こ
の

会
を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。」

　

メ
ン
バ
ー
は
一
時
30
名
を
超
え
ま

し
た
が
、
今
は
21
名
で
男
性
も
１
人

い
ま
す
（
こ
の
日
は
お
休
み
で
し

た
）。
当
初
は
会
員
同
士
で
古
切
手

を
持
ち
寄
っ
て
い
ま
し
た
が
、
福
祉

セ
ン
タ
ー
内
に
回
収
箱
を
設
置
し
て

も
ら
い
社
協
を
訪
れ
る
方
々
に
届
け

て
い
た
だ
く
他
、
近
年
は
銀
行
な
ど

企
業
の
皆
さ
ん
が
定
期
的
に
送
っ
て

く
れ
た
り
、
県
外
か
ら
も
届
い
て
い

る
そ
う
で
す
。

《
使
用
済
み
の
切
手
や
牛
乳
パ
ッ
ク

が
な
ぜ
有
効
活
用
さ
れ
る
の
？
》

　

そ
の
ま
ま
で
は
捨
て
ら
れ
る
運
命

の
〝
使
用
済
み
切
手
〞
は
、
手
を
加

え
て
整
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
古
切
手

を
扱
う
業
者
に
引
き
取
ら
れ
、
最
終

的
に
「
欲
し
い
人
」
に
届
き
ま
す
。

国
内
外
の
切
手
収
集
家
や
古
切
手

ア
ー
ト
の
芸
術
家
な
ど
使
用
済
み
切

手
を
大
量
に
欲
し
い
人
が
居
る
の
で

す
。

　

業
者
に
引
き
取
っ
て
も
ら
う
た
め

に
は
、
封
筒
や
は
が
き
に
貼
っ
た
ま

ま
の
切
手
で
あ
る
こ
と
、
ま
た
切
手

周
囲
の
ギ
ザ
ギ
ザ
を
壊
さ
ず
に
５
ミ

リ
程
度
の
幅
で
残
す
な
ど
の
ル
ー
ル

が
あ
り
、
会
員
は
慎
重
に
チ
ェ
ッ
ク

し
な
が
ら
ハ
サ
ミ
で
切
り
そ
ろ
え
る

作
業
に
集
中
し
て
い
ま
す
。
最
近
の

切
手
は
四
角
形
以
外
に
も
三
角
形
・

多
角
形
・
ハ
ー
ト
型
な
ど
の
変
形
が

様
々
あ
り
、
皆
さ
ん
は
切
手
の
世
界

の
奥
深
さ
を
実
感
し
な
が
ら
、
取
り

組
ん
で
い
ま
し
た
。
牛
乳
パ
ッ
ク
も

リ
サ
イ
ク
ル
業
者
の
ル
ー
ル
に
沿
っ

て
整
理
を
し
、
引
き
取
っ
て
も
ら
っ

て
い
ま
す
。

　

メ
ン
バ
ー
は
、〝
モ
ッ
タ
イ
ナ
イ
〞

精
神
を
創
立
の
柱
と
し
、
毎
月
２
回

集
ま
っ
て
そ
の
精
神
の
も
と
取
り
組

ん
で
い
る
す
ご
い
会
な
の
で
す
。

《
と
て
も
賑
や
か
な
活
動
日
》

　

朝
９
時
半
過
ぎ
、
活
動
室
を
覗
く

と
当
番
さ
ん
が
本
日
の
事
前
準
備
に

当
た
っ
て
い
ま
し
た
。
加
工
し
た
切

手
を
入
れ
る
容
器
、
紙
く
ず
を
入
れ

る
手
作
り
の
紙
箱
、
ハ
サ
ミ
を
１
人

１
セ
ッ
ト
揃
え
、
座
席
の
前
の
机
に

配
り
、
そ
し
て
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン

タ
ー
に
預
か
っ
て
も
ら
っ
て
い
た
使

用
済
み
切
手
を
箱
か
ら
一
掴
み
ず
つ

取
り
分
け
て
机
上
に
配
り
準
備
完
了

で
す
。
10
時
頃
か
ら
集
ま
り
だ
し
た

会
員
は
椅
子
に
座
る
と
直
ぐ
に
作
業

に
取
り
か
か
り
ま
す
。
ル
ー
ル
に

沿
っ
て
使
用
済
み
切
手
を
切
り
取
り

目
の
前
の
容
器
に
入
れ
、
切
り
落
と

さ
れ
不
要
な
紙
く
ず
は
紙
箱
へ
。
皆

さ
ん
手
は
忙
し
く
し
な
が
ら
隣
同
士

の
会
話
も
弾
み
ま
す
。
賑
や
か
な
活

動
風
景
で
す
。

　

取
材
に
訪
れ
た
編
集
委
員
も
空
い

て
い
る
席
に
座
っ
て
ハ
サ
ミ
を
手
に

作
業
を
体
験
さ
せ
て
も
ら
い
ま
し

た
。
す
る
と
直
ぐ
に
隣
人
が
作
業
の

手
を
緩
め
ず
に
話
し
か
け
て
き
ま
し

た
。

　
「
色
ん
な
人
生
を
送
っ
て
来
た
人

が
居
る
の
も
こ
の
会
の
特
徴
よ
。
今

で
は
す
っ
か
り
元
気
に
な
っ
た
け

ど
、
入
会
し
た
頃
は
本
当
に
泣
き
の

涙
で
ね
」

　
『
私
も
ね
、
明
日
か
ら
の
日
々
を

ど
う
過
ご
そ
う
か
と
悩
ん
で
い
る
と

き
に
こ
の
会
の
存
在
を
知
り
参
加
し

た
の
。
私
の
悩
み
を
皆
さ
ん
に
聴
い

て
も
ら
っ
た
ら
ス
ッ
キ
リ
し
て
、
自

分
一
人
じ
ゃ
な
い
と
知
っ
て
か
ら
、

こ
の
会
に
来
る
こ
と
が
大
好
き
に

な
っ
た
の
。』

　
「
終
わ
っ
て
か
ら
の
人
生
相
談
が

こ
れ
ま
た
良
い
の
よ
ね
。」

　
『
そ
う
そ
う
』
と
い
う
共
感
の
声

が
あ
ち
こ
ち
か
ら
上
が
り
ま
し
た
。

《
新
入
会
員
さ
ん
に
も
聞
き
ま
し
た
》

　
「
ま
だ
慣
れ
な
く
て
ハ
サ
ミ
を
動

か
し
な
が
ら
お
し
ゃ
べ
り
す
る
の
は

難
し
い
ん
で
す
。」
と
笑
顔
の
今
年

入
会
し
た
ば
か
り
の
お
二
人
で
す
。

和
気
あ
い
あ
い
の
様
子
に
「
お
友
達

同
士
で
一
緒
に
入
会
し
た
の
？
」
と

思
い
き
や
そ
れ
ぞ
れ
別
に
入
会
し
た

と
の
こ
と
。
お
一
人
は
、
夫
に
先
立

た
れ
家
に
籠
も
っ
て
本
ば
か
り
読
む

日
々
を
重
ね
る
内
、「
そ
う
だ
何
か

始
め
よ
う
！
」
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ

ン
タ
ー
を
訪
ね
て
こ
の
会
を
紹
介
さ

れ
た
方
。
も
う
一
人
は
、『
て
と
手
』

４
月
15
日
号
で
〝
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル

キ
ャ
ッ
プ
分
別
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募

集
〞
に
興
味
を
持
ち
社
協
を
訪
ね
た

ら
、
た
ま
た
ま
こ
の
会
の
活
動
日
で

体
験
し
て
み
た
ら
楽
し
く
て
そ
の
ま

ま
入
会
さ
れ
た
と
の
こ
と
。
お
二
人

と
も
す
っ
か
り
会
に
溶
け
込
ん
で
仲

良
く
お
し
ゃ
べ
り
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

代
表
の
桝
谷
さ
ん
は
「
こ
の
会
に

は
ノ
ル
マ
が
無
い
ん
で
す
。
第
１
・

第
３
水
曜
の
午
前
中
に
活
動
し
て
時

間
が
来
た
ら
終
わ
り
。
使
用
済
み
切

手
は
約
10 

kg
貯
ま
っ
た
ら
業
者
に
送

り
、
１
年
間
に
２
回
ほ
ど
引
き
取
っ

て
も
ら
い
、
牛
乳
パ
ッ
ク
も
適
宜
業

者
に
送
り
ま
す
。
活
動
を
楽
し
ん
で

い
る
内
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
し
て
い

る
、
こ
れ
が
良
い
の
よ
ね
。」
と
語

り
ま
す
。

　

11
時
に
な
る
と
皆
さ
ん
は
『
ポ
ン

ポ
コ
体
操
』
を
全
員
で
楽
し
ん
で

身
体
を
ほ
ぐ
し
、
12
時
に
な
る
と
場

所
を
変
え
て
〝
午
前
中
の
会
話
の
続

き
〞
を
や
っ
て
解
散
す
る
こ
と
も
あ

る
そ
う
で
す
。

　
『
ハ
サ
ミ
と
口
を
動
か
し
た
い
方

大
歓
迎
』
と
の
こ
と
。
ま
ず
は
体
験

さ
れ
ま
せ
ん
か
？

中央のカゴから切手を取り、ハサミで切り
揃える作業をしていく

回収箱

郵送

代金

送付
販売

＜使用済み切手リサイクルの流れ＞

コ
レ
ク
タ
ー

古
切
手
ア
ー
テ
ィ
ス
ト

古
切
手
な
ど
を
扱
う
業
者

収
　
集
　
整
　
理

個
人
・
団
体
・
企
業

※収益はボランティア連絡協議会へ
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《
立
ち
上
げ
か
ら
現
在
ま
で
》

　

今
年
で
27
年
目
を
迎
え
る
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
「
収
集
整
理
」。

立
ち
上
げ
メ
ン
バ
ー
の
澤
幡
さ
ん
に

当
時
の
様
子
を
お
聞
き
し
ま
し
た
。

「
私
の
主
人
が
大
病
し
た
際
に
、
社

協
か
ら
色
々
親
切
に
し
て
い
た
だ
い

た
の
で
お
礼
に
伺
っ
た
と
こ
ろ
、
ス

タ
ッ
フ
か
ら
『
こ
う
い
う
収
集
の
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
を
や
っ
て
み
な
い
？
』

と
声
を
か
け
ら
れ
た
の
で
す
。
動
く

こ
と
も
細
か
い
作
業
も
大
好
き
だ
っ

た
の
で
、
仲
間
２
人
を
誘
っ
て
こ
の

会
を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。」

　

メ
ン
バ
ー
は
一
時
30
名
を
超
え
ま

し
た
が
、
今
は
21
名
で
男
性
も
１
人

い
ま
す
（
こ
の
日
は
お
休
み
で
し

た
）。
当
初
は
会
員
同
士
で
古
切
手

を
持
ち
寄
っ
て
い
ま
し
た
が
、
福
祉

セ
ン
タ
ー
内
に
回
収
箱
を
設
置
し
て

も
ら
い
社
協
を
訪
れ
る
方
々
に
届
け

て
い
た
だ
く
他
、
近
年
は
銀
行
な
ど

企
業
の
皆
さ
ん
が
定
期
的
に
送
っ
て

く
れ
た
り
、
県
外
か
ら
も
届
い
て
い

る
そ
う
で
す
。

《
使
用
済
み
の
切
手
や
牛
乳
パ
ッ
ク

が
な
ぜ
有
効
活
用
さ
れ
る
の
？
》

　

そ
の
ま
ま
で
は
捨
て
ら
れ
る
運
命

の
〝
使
用
済
み
切
手
〞
は
、
手
を
加

え
て
整
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
古
切
手

を
扱
う
業
者
に
引
き
取
ら
れ
、
最
終

的
に
「
欲
し
い
人
」
に
届
き
ま
す
。

国
内
外
の
切
手
収
集
家
や
古
切
手

ア
ー
ト
の
芸
術
家
な
ど
使
用
済
み
切

手
を
大
量
に
欲
し
い
人
が
居
る
の
で

す
。

　

業
者
に
引
き
取
っ
て
も
ら
う
た
め

に
は
、
封
筒
や
は
が
き
に
貼
っ
た
ま

ま
の
切
手
で
あ
る
こ
と
、
ま
た
切
手

周
囲
の
ギ
ザ
ギ
ザ
を
壊
さ
ず
に
５
ミ

リ
程
度
の
幅
で
残
す
等
の
ル
ー
ル
が

あ
り
、
会
員
は
慎
重
に
チ
ェ
ッ
ク
し

な
が
ら
ハ
サ
ミ
で
切
り
そ
ろ
え
る
作

業
に
集
中
し
て
い
ま
す
。
最
近
の
切

手
は
四
角
形
以
外
に
も
三
角
形
・
多

角
形
・
ハ
ー
ト
型
な
ど
の
変
形
が

様
々
あ
り
、
皆
さ
ん
は
切
手
の
世
界

の
奥
深
さ
を
実
感
し
な
が
ら
、
取
り

組
ん
で
い
ま
し
た
。
牛
乳
パ
ッ
ク
も

リ
サ
イ
ク
ル
業
者
の
ル
ー
ル
に
沿
っ

た
整
理
を
し
、
引
き
取
っ
て
も
ら
っ

て
い
ま
す
。

　

メ
ン
バ
ー
は
、〝
モ
ッ
タ
イ
ナ
イ
〞

精
神
を
創
立
の
柱
と
し
、
毎
月
２
回

集
ま
っ
て
そ
の
精
神
と
取
り
組
ん
で

い
る
す
ご
い
会
な
の
で
す
。

《
と
て
も
賑
や
か
な
活
動
日
》

　

朝
９
時
半
過
ぎ
、
活
動
室
を
覗
く

と
当
番
さ
ん
が
本
日
の
事
前
準
備
に

当
た
っ
て
い
ま
し
た
。
加
工
し
た
切

手
を
入
れ
る
容
器
、
紙
く
ず
を
入
れ

る
手
作
り
の
紙
箱
、
ハ
サ
ミ
を
１
人

１
セ
ッ
ト
揃
え
、
座
席
の
前
の
机
に

配
り
、
そ
し
て
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン

タ
ー
に
預
か
っ
て
も
ら
っ
て
い
た
使

用
済
み
切
手
を
箱
か
ら
一
掴
み
ず
つ

取
り
分
け
て
机
上
に
配
り
準
備
完
了

で
す
。
10
時
頃
か
ら
集
ま
り
だ
し
た

会
員
は
椅
子
に
座
る
と
直
ぐ
に
作
業

に
取
り
か
か
り
ま
す
。
ル
ー
ル
に

沿
っ
て
使
用
済
み
切
手
を
切
り
取
り

目
の
前
の
容
器
に
入
れ
、
切
り
落
と

さ
れ
不
要
な
紙
く
ず
は
紙
箱
へ
。
皆

さ
ん
手
は
忙
し
く
し
な
が
ら
隣
同
士

の
会
話
も
弾
み
ま
す
。
賑
や
か
な
活

動
風
景
で
す
。

　

取
材
に
訪
れ
た
編
集
委
員
も
空
い

て
い
る
席
に
座
っ
て
ハ
サ
ミ
を
手
に

作
業
を
体
験
さ
せ
て
も
ら
い
ま
し

た
。
す
る
と
直
ぐ
に
隣
人
が
作
業
の

手
を
緩
め
ず
に
話
し
か
け
て
き
ま
し

た
。

　
「
色
ん
な
人
生
を
送
っ
て
来
た
人

が
居
る
の
も
こ
の
会
の
特
徴
よ
。
今

で
は
す
っ
か
り
元
気
に
な
っ
た
け

ど
、
入
会
し
た
頃
は
本
当
に
泣
き
の

涙
で
ね
」

　
『
私
も
ね
、
明
日
か
ら
の
日
々
を

ど
う
過
ご
そ
う
か
と
悩
ん
で
い
る
と

き
に
こ
の
会
の
存
在
を
知
り
参
加
し

た
の
。
私
の
悩
み
を
皆
さ
ん
に
聴
い

て
も
ら
っ
た
ら
ス
ッ
キ
リ
し
て
、
自

分
一
人
じ
ゃ
な
い
と
知
っ
て
か
ら
、

こ
の
会
に
来
る
こ
と
が
大
好
き
に

な
っ
た
の
。』

　
「
終
わ
っ
て
か
ら
の
人
生
相
談
が

こ
れ
ま
た
良
い
の
よ
ね
。」

　
『
そ
う
そ
う
』
と
い
う
共
感
の
声

が
あ
ち
こ
ち
か
ら
上
が
り
ま
し
た
。

《
新
入
会
員
さ
ん
に
も
聞
き
ま
し
た
》

　
「
ま
だ
慣
れ
な
く
て
ハ
サ
ミ
を
動

か
し
な
が
ら
お
し
ゃ
べ
り
す
る
の
は

難
し
い
ん
で
す
。」
と
笑
顔
の
今
年

入
会
し
た
ば
か
り
の
お
二
人
で
す
。

和
気
あ
い
あ
い
の
様
子
に
「
お
友
達

同
士
で
一
緒
に
入
会
し
た
の
？
」
と

思
い
き
や
そ
れ
ぞ
れ
別
に
入
会
し
た

と
の
こ
と
。
お
一
人
は
、
夫
に
先
立

た
れ
家
に
籠
も
っ
て
本
ば
か
り
読
む

日
々
を
重
ね
る
内
、「
そ
う
だ
何
か

始
め
よ
う
！
」
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ

ン
タ
ー
を
訪
ね
て
こ
の
会
を
紹
介
さ

れ
た
方
。
も
う
一
人
は
、『
て
と
手
』

４
月
15
日
号
で
〝
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル

キ
ャ
ッ
プ
分
別
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募

集
〞
に
興
味
を
持
ち
社
協
を
訪
ね
た

ら
、
た
ま
た
ま
こ
の
会
の
活
動
日
で

体
験
し
て
み
た
ら
楽
し
く
て
そ
の
ま

ま
入
会
さ
れ
た
と
の
こ
と
。
お
二
人

と
も
す
っ
か
り
会
に
溶
け
込
ん
で
仲

良
く
お
し
ゃ
べ
り
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

代
表
の
桝
谷
さ
ん
は
「
こ
の
会
に

は
ノ
ル
マ
が
無
い
ん
で
す
。
第
１
・

第
３
水
曜
の
午
前
中
に
活
動
し
て
時

間
が
来
た
ら
終
わ
り
。
使
用
済
み
切

手
は
約
10 

kg
貯
ま
っ
た
ら
業
者
に
送

り
、
１
年
間
に
２
回
ほ
ど
引
き
取
っ

て
も
ら
い
、
牛
乳
パ
ッ
ク
も
適
宜
業

者
に
送
り
ま
す
。
活
動
を
楽
し
ん
で

い
る
内
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
し
て
い

る
、
こ
れ
が
良
い
の
よ
ね
。」
と
語

り
ま
す
。

　

11
時
に
な
る
と
皆
さ
ん
は
『
ポ
ン

ポ
コ
体
操
』
を
全
員
で
楽
し
ん
で

身
体
を
ほ
ぐ
し
、
12
時
に
な
る
と
場

所
を
変
え
て
〝
午
前
中
の
会
話
の
続

き
〞
を
や
っ
て
解
散
す
る
こ
と
も
あ

る
そ
う
で
す
。

　
『
ハ
サ
ミ
と
口
を
動
か
し
た
い
方

大
歓
迎
』
と
の
こ
と
。
ま
ず
は
体
験

さ
れ
ま
せ
ん
か
？

活動の合間にぽんぽこ体操！
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　私は四街道に住み始めて50年、東京に通勤、四街
道には寝に帰るだけの生活でした。友人が遊びに来
ても、洒落た飲食店も、名所旧跡も何もない、つま
らない街だ・・・と30年間思っていました。
　定年後、自然や歴史の会に入会し、市内をくまな
く探訪するうちに、「悠久の歴史、多様性に富んだ美
しい自然、美味しい水・空気、災害が極めて少ない
日本一安心・安全な所、更に、知的で優しい人たち
が多い、日本一理想的な市に住んでいるのだ、感謝
しよう、そして、この素晴らしさを一人でも多くの
市民に伝えることをライフワークにしよう」 と決意

しました。　消費税と同じ10％（一日で２時間24
分）を世のため・人のため・自分のために使うと決め
て活動するようになりました。
　現在、四街道市ボランティアセンター登録団体の
内の８団体に所属し、小学校や自治会、サロン会な
どで四街道市の素晴らしさを伝えています。
　子ども達・市民・後期高齢者の皆さんから元気・
知恵・感動をいただき楽しい有意義な毎日を送れて
います。感謝です。微力ですが、これらの活動を継
続していきたいと思います。

（小沢　武）

ボランティアは私の生きがい

自分たちの活動の出来事や、ちょっと自慢したいあんなこと、こんなこと。

みんなで取り組む エコ活動
　社会福祉協議会では、ペットボトルキャップ、牛乳パック、使用済み古切手、プルタブを

回収し、ボランティアの皆さんの活動を通して、資源の再利用を行っています。気軽に取り

組むエコ活動として、これからも回収にご協力いただければ幸いです。

　前号で「ペットボトルキャップ分別ボランティア」を募集したところ沢山のお問い合わ

せをいただき、６名の方が始められました。皆さまに感謝申し上げます。

　また、キャップの回収にも多くのご協力をいただき、2019 年11月から2022 年

5月までの間に3969.6kg を回収でき、1984.8人分のワクチン になりました。
ご協力いただいた皆さま、ありがとうございました。

　この『世界の子どもにワクチンを～エコキャップ運動』のキャップの

回収をお願いしている業者の方からは「食品類のキャップは全般OK。
化粧品などのキャップは樹脂や金属を含むものもあるのでNG」
と伺っております。

　ご自宅での分別時に心に留めて

いただけますと幸いです。

ペットボトルキャップ

ペットボトル
キャップ ２kg

ワクチン１人分
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届
い
た
封
筒
は
不
要
に
な
れ

ば
雑
紙
で
そ
の
ま
ま
資
源
物
に

出
す
だ
け
で
す
が
、
切
手
の
部

分
だ
け
切
り
取
っ
て
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
セ
ン
タ
ー
に
届
け
れ
ば
収

集
整
理
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ

ん
に
よ
っ
て
も
っ
と
価
値
の
あ

る
も
の
に
な
り
ま
す
。　

　

皆
さ
ん
は
定
期
的
に
集
ま
っ

て
、
届
け
ら
れ
た
切
手
を
引
き

取
り
先
の
ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
て
ト
リ
ミ

ン
グ
し
ま
す
。　

　

取
材
当
日
は
、
こ
れ
ま
で
の
作
業
で

生
み
出
さ
れ
た
切
手
が
大
き
な
袋
に
入

っ
て
２
つ
、
丁
度
10
キ
ロ
に
な
っ
た
そ

う
で
す
。　

　

皆
さ
ん
楽
し
そ
う
に
お
話
し
し
な
が

ら
活
動
さ
れ
て
い
た
の
が
印
象
的
で
し

た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

（
Ｋ
）

　ボランティアセンターでは以下のものを集めていま
す。
 ●  新品のタオル…雑巾に仕立て、市内の保育所や施
　設へお渡しします。
 ●  バスタオル（使用後でもOK）…足ふきマットに仕
　立て、市内の施設へお渡しします。
 ●  ラップの芯（30cmのもの）…装飾を施し、施設で
　車いすの部品カバーとして活用していただきます。
 ●  ペットボトルキャップ…食品類のキャップのみ

お知らせ

こんなもの集めています！３

　中高生の方を対象に夏休みを利用してボランティア
について学び、ワークショップなどで楽しくボランテ
ィア体験ができます。ぜひご参加ください。
日　時：８月９日（火）・10日（水） 10:00 ～15:30
場　所：総合福祉センター3階
内　容：「ボランティアについて」
　　　　「ワークショップ～施設や保育所で活用でき
　　　　るものを作ってみよう～」
定　員：20名
参加費：無料　※要事前申し込み

中・高校生サマーボランティアスクール
～だれかを笑顔にできる夏～

１

　―ボランティア活動相談日―
　１人ずつ対面式でボランティア活動の紹介や相談を
行います。いろいろな活動の中から、ご自身に合っ
た活動が探せます。お気軽にお越しください。
日　時：７月１９日（火） ①10:00 ～11:00
   ②14:00 ～15:00
場　所：総合福祉センター３階　ボランティアセンター

ボランティアやったるＤａｙ！２

　外国籍の小中学生の日本語学習を支援していただ
ける方。
　児童･生徒を別室で支援します。英会話などできな
くても心配ありません。　
日　時：学校の授業時間内(ボランティアの都合のよ
　　　　い時間を選ぶことができます。
場　所：市内の小中学校内
問合せ：木本　☎ ０４３－４２４-２７６９
　　　　（小島　☎ ０８０-１０７９-４１８９）

四街道市国際交流協会５

～障害のある人もまだない人もともに創るステージ～
　休憩を挟んで２部構成で実施。歌唱・ピアノ・アイ
リッシュハープ&ミュージックソー・ハーモニカ・ダ
ンス・腹話術・漫談等多彩な出演者を予定していま
す。一緒に楽しいひと時を過ごしませんか。
日　時：7月３１日(日）１３:３０～１６:３０
　　　　　　　　　　 （受付 １３:００～）
場　所：南部総合福祉センター（わろうべの里）
　　　　１階　わろうびんぐホール
　　　　☎ ０４３－４３３－６２０１
対　象：関心のある方
定　員：８０名（要予約）
主　催：Tea for two 
問合せ：代表 伊佐　☎ ０４３－４２４－５３５１

“フレンド・フェア”PART12７

「レクリエーションとは、人々の心を元気にすること」
　遊びやレクスポーツを通して、こどもから高齢者ま
でコミュニケーションの手助けをしたり、楽しみなが
ら、体と心の健康を守るお手伝いをする団体です。
活動についてはホームページをご覧ください。
日　時： 随時
場　所：市内各所
問合せ：レク事務局　☎ ０９０-２７５０-０９６９
　　　　HP https://www.rec-yotsukaidou.com/
　　　　「四街道レク」で検索

「四街道市レクリエーション協会」
会員募集 （見学歓迎）

６

　心に病のある方や、おしゃべりを楽しみたい人、
社会に踏み出す足がかりとして、何かを学びたい人
を応援しています。折り紙、コラージュ、ぬり絵、カ
ラオケ、ゲーム等を一緒にして下さる方。
日　時：第２・４水曜日 13:00 ～16:00

①～④お問合せはいずれも
ボランティアセンター　☎ 043-421-6300

「心のボランティア・オアシス」会員募集（見学歓迎）４



作業所について愛称について

社会福祉法人 四街道市社会福祉協議会
問合せ：☎043-422-2945　FAX：043-422-2807

福祉作業所の愛称を募集中

親子で夏休み工作
「歩くロボット」

★日　時…８月２０日（土） ９時３０分～１１時３０分
★場　所…わろうべの里創作のスタジオ
★対　象…市内小学生
★定　員…先着２０名
★参加費…５００円
★申込み…７月３０日（土）９時～１７時１５分
　　　　　　　　　　電話でわろうべの里まで
★問合せ…わろうべの里児童センター
　　　　　☎ ４３３－６２０１

おもちゃドクターを作る
「ピカッとからくり貯金箱」

●座ったままできるヨガ●
椅 子 ヨ ガ

開 催 日 ： 令和４年８月３０日（火）
　　　　　　　　　１０：００～１１：３０
開催場所 ： 四街道市総合福祉センター２階
対 象 者 ： 市内在住の６０歳以上の方
参 加 費 ： 無料
定　　員 ： ３５名
持 ち 物 ： タオル

★申込方法★
令和４年８月２日（火）９：００～　
電話にて先着
問合わせ ： ☎ ４２３―２９４０

　四街道市福祉作業所は、市内在住の知的障がいがある方々が日中活動をする場所です。
　今後、より地域に密着し、多くの方に愛される場所にするため、皆さまに親しみを持っていただける
ような「愛称」を募集しています。
　詳細について、四街道市社会福祉協議会ホームページをご覧いただけるよう、QR コードを作成いた
しましたので、是非ご覧ください。

問合せ
四街道市福祉作業所
〒284-0012
千葉県四街道市物井1252-17
TEL/FAX：043-421-3439

★日　時…７月３１日（日） ９時３０分～１２時
★場　所…総合福祉センター内児童センター
★対　象…市内小学生
★定　員…１０組２０名
★参加費…８００円
★申込み…７月１９日（火）7時～21時（Googleフォーム）
　　　　　９時～17時１５分（電話受付）
　　　　※定員以上の申込があった場合は抽選
★問合せ…総合福祉センター内児童センター
　　　　　☎ ４２３－２９４０

選考方法：応募作品の中から選考します。（同一内容で複数の応募があっ
　　　　　た場合は抽選にて受賞者を決定します。）
　　　　　※選考の結果については、受賞者のみにお知らせいたします。
賞　　品：社会福祉協議会記念品とモモちゃんとの記念写真を
　　　　　贈呈いたします。
募集締切：7/29（金）17時15分まで

社協からのお知らせ

社
会
福
祉
協
議
会

１
階
窓
口
に
て
販
売

　
　
し
て
お
り
ま
す

数量限定


